
余裕期間制度対象工事

円 円 ）

設計 検算

¥1,410,000

当 初 完 了 令和9年3月10日

変 更 着 手

設 計 金 額 ¥15,510,000 （ 内消費税額

変 更 完 了

施 工 位 置

工 期

地　内中波氷　見　市

当 初 着 手 令和8年　月　日
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消 費 税 内 訳 書

費　目
本　工　事　費   備　　　考

内　　容

工　事  価  格 円

消  費  税  額 円

対 象 工 事 費 円15,510,000

1,410,000

14,100,000



　　浚渫工 1,444 m3

令 和 8 年 月 日
≪工事概要≫

氷 見 市

令 和 9 年 3 月 10 日～

中波女良漁港機能保全（浚渫）工事 地　内

工                  期

¥15,510,000

　女良漁港-1.5m～-2.5m泊地

漁港施設機能保全工事



・施工位置図
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女良漁港機能保全（浚渫）工事 －特記仕様書－ 
 

 

  この特記仕様書は、氷見市公共工事特記仕様書（共通編）に定めのない個別事項について定めるものとする。 

 

第１条 工事の内容 

 １ 目 的 

この工事は、水産物供給基盤機能保全事業として、女良漁港の‐1.5ｍ～－2.5ｍ泊地の浚渫工事を行うものである。 

２ 工事施工場所 

氷見市 中波 地内 

３ 工事概要 

設計図書のとおり。 

 

第２条 週休２日工事（発注者指定型（現場閉所）） 

 １ 本工事は、週休２日に取り組む工事とする。 

 ２ 工事の実施にあたっては、「週休２日工事」試行要領（令和８年６月富山県土木部）に基づくものとする。 

 

第３条 余裕期間制度（フレックス方式）対象工事 

１ 本工事は、円滑な工事施工体制の確保を図るため、全体工期の範囲内で受注者が工事の始期及び終期を設定することができる工事であり、氷見 

 市建設工事に係る余裕期間制度（フレックス方式）試行要領に基づき実施するものとする。 

２ 工事の始期の期限は契約日の翌日から 90 日以内、工事の終期の期限は令和９年３月１０日とする。 

３ 受注者は工事の始期後 14 日以内に施工計画書を受注者に提出するものとする。 

４ 受注者は工事の始期後速やかに退職金制度届出書を発注者に提出するものとする。 

５ 余裕期間内に行う資機材の準備及び技能労働者の手配などの準備に必要な現地の立ち入り（工事着手以外の行為）については、発注者に了解を 

 得るとともに関係法令等に基づく必要な手続きを行うものとする。 

６ 受注者が工事の始期及び終期を設定する場合、契約締結前に工事の始終期通知書により工事の始期及び終期を担当部署に通知するものとする。 

７ その他この特記仕様書に記載のないことについては、氷見市建設工事に係る余裕期間制度（フレックス方式）試行要領によるものとする。 

 

第４条 工事書類の簡素化の試行について 

１ 本工事は、工事書類の簡素化を目的とした試行対象工事である。 

２ 試行は、工事書類の簡素化試行要領（令和８年４月富山県土木部）に基づき実施するものとする。 

３ これらに定められていない場合は監督員と協議するものとする。 
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第５条 現場条件 

１ 当該区域の関係者と協議の上、工事に支障をきたす事のないよう施工計画を作成しなければならない。  

２ 工事の実施によって、一般海岸利用者や地域住民、漁業関係者等から苦情が生じることのないように、騒音や粉塵、汚濁水流出防止等の必要な

対策を講ずること。また、トラブルの未然防止のため、関係者や関係団体との協議、調整を適時に実施するものとする。 

３ 海上、海中作業を開始する前には、海上保安部へ届け出るものとする。 

４ 公道からの出入り等工事期間中の交通対策等については、工事の着手に先立ち道路管理者及び警察署に届出を行い、必要に応じ交通整理員を配

置しなければならない。また、生活道路、作業道路の確保、安全対策について関係者と十分協議しなければならない。その際の協議内容を記録

として施工計画書に添付するものとする。 

５ 工事箇所に存在する地下埋設物については、工事の着手に先立ち地下埋設物管理者と綿密な連絡をとり十分協調を保つとともに、工事の施工方

法、埋設物の防護方法等について協議して施工しなければならない。この協議の記録を、書面をもって監督員に報告しなければならない。また、

設計書に明示されていない埋設構造物が判明および発見されたときは、各管理者および監督員に報告し協議しなければならない。 

６ 浚渫した土砂は、指定する養浜箇所に埋戻しを行うものとし、事前に地元関係者と打合せを実施するものとする。 

７ 苦情・要望等があった場合、書面をもって監督員に報告しなければならない。ただし緊急を要する場合は、書面に先立って口頭での報告を優先

するものとする。 

８ 浚渫土工数量については、台船上にて、底が四角形、横を台形状に積上げて、検尺テープおよびスタッフを使用し、１回毎に写真撮影すること。 

 その後、指定する養浜箇所に埋戻しを行い、これらを繰り返し、総浚渫土工量を集計するものとする。 

 

第６条 施工実態調査 

１ 本工事は、下記工種について「施工実態調査」を実施するものとする。調査要領等は別途指示する。 

  対象工種：グラブ浚渫工 

 















女良漁港機能保全（浚渫）工事 土　工　量　計　算　表

長さ 平均長さ 平　積 長さ 平均長さ 平　積

断面 平均断面 立　積 断面 平均断面 立　積

NO.7 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

NO.8 20.00 20.00 16.40 8.20 164.00 19.22 9.61 192.20

NO.8 0.00 20.00 16.40 16.40 0.00 19.22 19.22 0.00

NO.9 20.00 40.00 20.92 18.66 373.20 11.46 15.34 306.80

NO.10 8.00 48.00 22.59 21.76 174.08 12.29 11.88 95.04

NO.10+8.0 8.00 56.00 0.00 11.30 90.40 0.00 6.15 49.20

計 56.00 801.68 643.24

1444.92

測　点 単距離 追加距離

浚渫 余掘



深浅平面図 1：500

女良漁港機能保全（浚渫）工事
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年 月 日
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1/3

-2.0m 泊地

-2.5m 泊地

-1.5m 泊地

-2.5m 泊地

富山県漁場測量標 NO.258-2
世界測地系
X=+105,370.667 Y=-11,258.744

野
積
場
用
地

野
積
場
用
地

道 路

漁具保管修理施設（漁具倉庫）

給油
施設

女良漁業
共同組合

大西作太郎

駐車場用地

野積場用地

荷
捌
所
用
地

製氷施設

女 良 漁 港

至氷見市街

富 山 湾

KT-1

KT-101

KT-102

KT-201

KT-202

KT-203

KT-301

KT-302

NO.0

NO.1

NO.2

NO.3

NO.4

NO.5

NO.6

NO.7

NO.8

NO.9

NO.10

NO.11

NO.12

N0.258-2

1.
1

1.
7

1.
7

1.
7

1.
7

1.
8

1.
8

2.
1

2.
3

2.
1

2.
5

2.
3

2.
4

2.
6

2.
6

2.
5

2.
9

2.
8

2.
7

2.
4

2.
5

2.
5

2.
5

2.
3

2.
3

2.
4

2.
4

2.
4

1.
7

1.
4

2.
2

2.
5

2.
6

2.
6

2.
9

2.
9

2.
9

2.
5

2.
5

2.
7

2.
5

2.
3

2.
6

2.
7

2.
6

2.
5

2.
3

1.
7

1.
2

1.
1

2.
3

2.
7

2.
5

2.
6

2.
9

2.
9

2.
9

2.
9

2.
7

2.
7

2.
9

2.
9

2.
9

2.
7

2.
8

2.
9

2.
8

2.
8

3.
0

3.
0

2.
7

2.
6

2.
5

2.
52.
3

1.
7

1.
7

1
0.

2.
5

2.
9

2.
9

2.
8

3.
0

3.
0

3.
0

2.
9

2.
9

3.
0

3.
0

2.
9

2.
8

2.
9

3.
0

2.
32.
3

2.
4

2.
7

2.
7

2.
5

2.
5

2.
6

2.
8

2.
6

2.
6

2.
7

3.
0

3.
0

3.
1

2.
8

2.
7

2.
7

2.
4

2.
5

2.
5

2.
7

2.
7

2.
6

2.
6

3.
2

2.
8

3.
32.
9

2.
2

2.
0

2.
0

2.
5

2.
9

2.
9

2.
8

3.
4

3.
2

2.
62.
5

2.
6

2.
3

1.
7

2.
3

2.
7

2.
6

2.
5

2.
6

2.
8

3.
0

3.
2

2.
73 .
1

2.
8

2.
3

2.
0

1.
8

1.
8

1.
9

1.
5

1.
4

1.
9

2.
2

2.
3

2.
4

2.
2

2.
4

2.
4

2.
4

2.
3

1.
9

1.
8

1.
7

1.
9

1.
9

1.
2

1.
3

1.
3

1.
9

2.
5

2.
8

2.
7

2.
3

2.
0

1.
8

1.
9

1.
8

1.
8

1.
6

1.
5

1.
6

1.
6

1.
31.
4

1.
3

1.
2

1.
5

2.
5

2.
7

2.
7

2.
5

2.
1

1.
8

1.
6

1.
7

1.
9

1.
7

1.
7

1.
7

1.
6

1.
4

1.
6

1.
6

2.
9

3.
2

4.
7

4.
7

4.
5

4.
0

3.
5

3.
2

3.
0

3.
0

2.
5

2.
0

1.
8

2.
0

2.
3

2.
3

3.
1

3.
13.
1

1.
8

1.
5

1.
2

1.
4

1.
6

1.
7

1.
7

1.
7

1.
7

1.
7

2.
9

4.
3

4.
2

3.
8

3.
3

2.
9

2.
6

2.
3

2.
1

1.
9

1.
8

1.
4

1.
4

1.
4

1.
3

1.
8

1.
8

1.
7

1.
7

1.
7

1.
7

1.
7

1.
9

2.
22.
1

2.
3

2.
3

2.
1

2.
2

2.
0

2.
0

2.
0

2.
4

2.
4

2.
2

1.
7

2.
1

1.
9

1.
8

1.
9

1.
5

1.
3

0.
6

0.
6

2.
0

2.
3

1.
6

1.
2

1.
5

1.
6

1.
0

1.
5

0.
8

4.5
m

4.0
m

3.5
m

3.
0m

2.5
m

2.0m

1.5m
2.0m

2.5m

3.
0m

1.5m

2.0m

1.
5m

1.5m

1.0
m

1.
5m

1.5
m

1.5m

3.0m

2.5m

2.0m

3.0m

3.0m

2.5m

2.0
m

2.0m

2.0m

2.0m

1.5m

1.0m

0.5m

2.5m

3.0m

2.
0m

3
.0

m

2.5m

2.
5m

2.0m

2.5
m

3.0m

3.0m

4.0m
3.5m

X:105300

X:105300

X:105400

X:105400

X:105500

X:105500

X:105600

X:105600

Y:
-
11
40
0

Y:
-
11
3
00

Y
:-
11
30
0

Y:
-1
12
00

Y:
-1
12
00

Y:
-1
11
00

Y:
-1
11
00

Y:
-1
10
00

Y:
-1
10
00

Y:
-1
12
00

浚渫工 １，４４４ m3



計画水深：-2.5m
余堀土厚：0.50m

計画水深：-2.5m
設計水深：-3.0m
余堀土厚：0.25m

計画水深：-2.5m
余堀土厚：0.50m

計画水深：-2.5m
設計水深：-3.0m
余堀土厚：0.25m

浚渫:16.40㎡

余堀1:15.60㎡
余堀2:3.62㎡

16.40㎡

19.22㎡

DL=-5.00

GH=-1.18

NO.7

AS CO

-1.50

CO

DL=-5.00

GH=-1.50

NO.8

40m0m 20m 60m 80m 100m 120m

浚渫土量

余掘土量

NO.6～NO.8

S=1:200
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課 長 係 長 主 任 設 計 製 図
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CO

-1.50

CO

-2.50

深浅平面図

女良漁港機能保全（浚渫）工事

-2.50
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深浅平面図

女良漁港機能保全（浚渫）工事

計画水深：-2.5m
余堀土厚：0.50m

計画水深：-2.5m
設計水深：-3.0m
余堀土厚：0.25m

計画水深：-2.5m
余堀土厚：0.50m

計画水深：-2.5m
設計水深：-3.0m
余堀土厚：0.25m

浚渫1:3.77㎡

余堀1：6.15㎡ 余堀2：1.68㎡
余堀3：3.63㎡

浚渫2：17.15㎡

浚渫1：3.88㎡

余堀1：6.27㎡
余堀2：2.39㎡

余堀3：3.63㎡

浚渫2：18.71㎡
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